
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
度 

 
 
 

  
昭
和
文
学
会 

第
七
五
回
研
究
集
会 

   

＊
対
面
を
主
と
す
る
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
方
式
（
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
方
式
） 

対
面
会
場
：
千
葉
大
学 
西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
学
部
二
号
館
二
階
二
二
〇
七
教
室 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
：「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
」
に
よ
る
中
継
。
リ
モ
ー
ト
参
加
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。 

詳
細
は
昭
和
文
学
会
Ｈ
Ｐ
（http://swbg.org

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

＊
日
時 

一
二
月
二
一
日
（
土
）
一
三
時
〜
一
七
時
三
〇
分 

 

【
研
究
発
表
】 

 
 

坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」
論―

―

一
九
四
六
年
一
二
月
版
を
中
心
に―

―
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

大
阪
大
学
（
院
） 

田
中 

聡
一 

司
会 

青
木 

怜
依
奈  

太
宰
治
『
人
間
失
格
』
草
稿
研
究―

―

「
あ
と
が
き
」
を
中
心
に―

―
 

白
百
合
女
子
大
学
（
院
） 

武
井 

理
紗 

司
会 

近
藤 

史
織  

 

小
泉
譲
『
失
楽
の
城
』
論―

―

戦
時
上
海
文
化
界
の
動
向
を
め
ぐ
っ
て―

―
 

佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学
校 

邵 
金
琪 

 
 

司
会 

掛
野 
剛
史  

 

大
岡
昇
平
『
歌
と
死
と
空
』
論―
―

リ
ア
リ
ズ
ム
の
擬
似
的
生
成―

―
 神

戸
大
学
（
院
） 

西
田 

正
慶 

司
会 

栗
原 

悠  

 

不
可
解
な
他
者
の
死
と
天
皇
小
説
と
の
結
節
点―

―

大
江
健
三
郎
「
月
の
男

ム
ー
ン
・
マ
ン

」
を
中
心
に―

―
 

東
京
大
学
（
院
） 

李 

在
昶 

司
会 

宮
澤 

桃
子 

 

【
閉
会
の
辞
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

代
表
幹
事 

金
子 

明
雄 

※
閉
会
後
、
学
内
に
お
い
て
懇
親
会
を
設
け
る
予
定
で
す
。 



 
千
葉
大
学
西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス 

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ 

〒
二
六
三-
八
五
二
二 

千
葉
県
千
葉
市
稲
毛
区
弥
生
町
一-

三
三 

●
Ｊ
Ｒ
総
武
線 

西
千
葉
駅 

北
口
よ
り
徒
歩
二
分
（
キ
ャ
ン
パ
ス
南
門
） 

●
京
成
千
葉
線 
み
ど
り
台
駅
よ
り
徒
歩
七
分
（
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
） 

 

★
当
日
、
大
学
食
堂
は
営
業
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
に
関
す
る
お
知
ら
せ 

＊
昭
和
文
学
会
は
、「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
（
い
わ
ゆ
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」）
に

対
応
す
る
た
め
の
窓
口
を
設
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
昭
和
文
学
会
Ｈ
Ｐ
（h

t
tp:/

/sw
bg.o

rg

）
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
直
接
当
該
記
事
を
ご
覧
に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

 



 
【
発
表
要
旨
】 

  

坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」
論―

―

一
九
四
六
年
一
二
月
版
を
中
心
に―

―
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

田
中 

聡
一
（
タ
ナ
カ
・
ソ
ウ
イ
チ
） 

 

坂
口
安
吾
は
一
九
四
六
年
に
「
堕
落
論
」
を
二
度
著
し
て
い
る
。
一
つ
は
四
月
『
新
潮
』
に
、
も
う
一
つ
は
一
二
月
『
文
学

季
刊
』
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
彼
は
「
堕
落
論
」
を
同
年
に
再
び
発
表
し
た
の
か
。「
続
堕
落
論
」
と
し
て
今
日

一
般
に
知
ら
れ
る
一
二
月
版
発
表
に
係
る
安
吾
の
意
図
に
、
先
行
研
究
は
天
皇
制
批
判
の
強
調
を
読
み
と
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

一
二
月
版
で
天
皇
制
は
、
そ
こ
か
ら
「
堕
落
」
す
べ
き
「
カ
ラ
ク
リ
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
う
ち
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
。
本
作

の
要
点
を
天
皇
制
批
判
の
み
に
求
め
る
の
は
難
し
い
。 

 

本
作
発
表
の
意
図
を
考
え
る
際
に
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
は
、
作
品
後
半
で
な
さ
れ
る
「
文
学
」
と
「
政
治
」
の
関
係
を
め
ぐ

る
記
述
で
あ
る
。「
カ
ラ
ク
リ
」
た
る
「
政
治
」
や
「
制
度
」
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
「
個
の
生
活
」
の
「
魂
の
声
を
吐
く
も
の
」

と
し
て
「
文
学
」
が
定
義
さ
れ
る
当
該
箇
所
は
、
四
月
版
に
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。 

 

本
発
表
で
は
、
こ
の
意
識
の
も
と
で
ま
ず
は
一
二
月
版
の
読
解
を
行
う
。
そ
の
後
、
一
九
四
六
年
に
お
け
る
四
月
版
を
中
心

と
し
た
安
吾
周
辺
の
様
々
な
事
象
の
考
察
を
併
せ
、
一
二
月
版
の
評
価
を
行
い
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
阪
大
学
・
院
） 

 

太
宰
治
『
人
間
失
格
』
草
稿
研
究―

―

「
あ
と
が
き
」
を
中
心
に―

―
 

 

武
井 

理
紗
（
タ
ケ
イ
・
リ
サ
） 

 

『
人
間
失
格
』「
あ
と
が
き
」
の
草
稿
、
入
稿
原
稿
の
書
き
換
え
箇
所
を
分
析
し
、
太
宰
が
覚
悟
を
持
っ
て
死
を
選
ん
だ
こ

と
、
そ
し
て
強
制
入
院
の
実
体
験
を
「
フ
ク
シ
ュ
ウ
」(

復
讐)

と
い
う
形
で
作
品
化
し
た
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
同
時
に
、『
人

間
失
格
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
や
表
面
的
な
主
題
と
相
反
す
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
が
、
作
品
全
体
を
貫
く
重
要
な
要
素
と
し
て
機
能
し

て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。
分
析
に
際
し
て
は
、
第
一
に
、
草
稿
研
究
史
に
お
け
る
方
法
論
の
問
題
点
や
今
後
の
課
題
を
検
討
し

た
。
第
二
に
、
各
研
究
者
の
方
法
論
を
体
系
的
に
分
類
す
る
こ
と
で
、
『
人
間
失
格
』
の
草
稿
分
析
に
最
も
適
し
た
ア
プ
ロ
ー

チ
を
考
え
た
。
第
三
に
、「
あ
と
が
き
」
の
書
き
換
え
箇
所
か
ら
五
つ
の
箇
所
を
精
選
し
、
方
法
論
の
分
類
を
通
じ
て
検
討
し

た
理
論
的
枠
組
み
を
適
用
し
た
。  

 

本
研
究
で
は
、
作
家
と
テ
ク
ス
ト
を
切
り
離
し
て
分
析
す
る
限
界
を
指
摘
し
、
生
成
過
程
に
お
け
る
作
家
の
存
在
を
再
評
価

す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
面
的
、
統
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
を
論
じ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
テ
ク
ス
ト
研
究
の
新
た
な
展
望

が
開
か
れ
、『
人
間
失
格
』
と
い
う
作
品
の
奥
深
い
構
造
と
意
義
が
再
認
識
さ
れ
た
と
言
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
白
百
合
女
子
大
学
・
院
）  

 

小
泉
譲
『
失
楽
の
城
』
論―

―

戦
時
上
海
文
化
界
の
動
向
を
め
ぐ
っ
て―

―
 

 
 

邵 

金
琪
（
シ
ョ
ウ
・
キ
ン
キ
） 

小
泉
譲
は
、
一
九
四
二
年
春
か
ら
敗
戦
ま
で
の
上
海
を
舞
台
と
す
る
長
編
四
部
作
を
構
想
し
て
い
た
が
、
そ
の
第
一
部
が

「
昭
和
十
六
年
の
春
か
ら
十
一
月
半
ば
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
マ
リ
ン
（
米
海
兵
隊
）
が
マ
ニ
ラ
に
引
揚
げ
る
ま
で
の
期
間
」
を
描

い
た
『
失
楽
の
城
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
五
八
年
四
月
）
で
あ
る
。
本
作
は
、
上
海
の
抗
日
演
劇
や
音
楽
な
ど
の

こ
と
を
背
景
に
据
え
、
葛
藤
を
持
つ
中
国
人
や
そ
れ
を
観
察
し
て
い
る
日
本
人
の
矛
盾
と
共
感
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。 

本
発
表
に
お
い
て
、『
失
楽
の
城
』
に
描
か
れ
た
上
海
の
文
化
団
体
及
び
文
化
的
な
事
象
に
つ
い
て
、
史
料
を
調
査
し
な
が

ら
、
中
国
の
新
劇
や
音
楽
な
ど
の
抗
日
文
化
活
動
を
巡
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
上
海
の
日
中
文
化
人
の
間
に
浸
透
し
て
い
く
か
を

考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
春
柳
社
、
文
芸
抗
敵
協
会
、
歌
詠
隊
な
ど
の
活
動
と
本
作
の
描
写
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
、
本
作

に
は
い
か
に
そ
れ
ら
の
文
化
団
体
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
か
を
分
析
す
る
。
ま
た
、
戦
時
上
海
の
文
化
界
が
背
景
に
な
る
特
殊

性
か
ら
、
戦
争
へ
の
反
省
と
い
う
創
作
目
的
を
確
認
し
、
作
品
の
再
評
価
を
試
み
る
。 

（
佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学
校
）  



    

大
岡
昇
平
『
歌
と
死
と
空
』
論―

―

リ
ア
リ
ズ
ム
の
擬
似
的
生
成―

―
 

西
田 

正
慶
（
ニ
シ
ダ
・
マ
サ
ヨ
シ
） 

 

大
岡
昇
平
は
、
巧
妙
化
す
る
推
理
小
説
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
「
現
実
感
覚
」
＝
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
欠
如
と
し
て
難
じ
た
村
松
剛

ら
「
想
像
力
学
派
」
の
言
説
に
、「
小
説
に
お
け
る
真
実
の
問
題
」
は
「
真
実
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
読
者
の
「
不

安
を
消
す
」〈
信
憑
力
〉
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
と
認
識
を
示
し
た(

「
推
理
小
説
論
」
六
一
・
九)

。 

 

大
岡
『
歌
と
死
と
空
』(

光
文
社
、
六
二
・
八)

は
「
だ
れ
も
う
ら
ま
な
い
で
」
と
遺
し
、
睡
眠
薬
の
多
量
摂
取
に
よ
り
死
し

た
歌
手
・
有
本
品
子
の
日
記
を
受
け
取
っ
た
航
空
技
師
・
中
田
が
品
子
の
「
復
讐
」
を
代
行
す
べ
く
企
て
た
連
続
殺
人
を
描
く
。

品
子
が
死
に
至
る
過
去
を
、
犯
人
や
殺
害
さ
れ
る
容
疑
者
た
ち
の
記
憶
や
偽
証
を
含
ん
だ
言
葉
に
よ
っ
て
撹
乱
し
、
読
者
が
こ

れ
を
整
序
だ
っ
た
物
語
と
し
て
受
け
入
れ
、
消
費
す
る
こ
と
を
容
易
に
は
認
め
な
い
さ
ま
は
、
た
と
え
ば
本
作
の
直
前
に
大
岡

が
著
し
た
『
花
影
』(

中
央
公
論
社
、
六
一
・
五)
に
お
け
る
葉
子
の
自
死
を
一
貫
し
た
語
り
手
の
統
御
の
も
と
に
描
い
た
物
語

と
は
、
そ
の
機
序
を
異
に
し
て
い
よ
う
。
本
発
表
で
は
、
作
中
の
死
者
を
巡
っ
て
生
ま
れ
る
疑
心
暗
鬼
的
な
登
場
人
物
の
認
識

を
照
ら
す
こ
と
で
、
本
作
が
、
語
り
手
が
主
体
と
し
て
保
証
す
る
客
観
化
さ
れ
た
単
線
的
な
物
語
に
依
拠
す
る
の
で
は
な
く
、

登
場
人
物
が
紡
い
だ
「
復
讐
」
の
物
語
の
読
者
に
対
す
る
欺
瞞
性
を
語
り
手
が
い
か
に
幇
助
す
る
こ
と
で
、
小
説
の
「
真
実
」

ら
し
さ
の
代
置
を
目
指
し
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。 

（
神
戸
大
学
・
院
）  

 

不
可
解
な
他
者
の
死
と
天
皇
小
説
と
の
結
節
点―

―

大
江
健
三
郎
「
月
の
男

ム
ー
ン
・
マ
ン

」
を
中
心
に―

―
 

 

李 

在
昶
（
イ
・
ジ
ェ
チ
ャ
ン
） 

 

本
発
表
で
は
、
大
江
健
三
郎
の
「
月
の
男

ム
ー
ン
・
マ
ン

」（
一
九
七
二
年
）
を
取
り
上
げ
、
大
江
の
天
皇
（
制
）
小
説
に
お
け
る
〈
純
粋

天
皇
〉
へ
の
同
一
化
の
衝
動
や
そ
れ
に
対
す
る
相
対
化
と
い
っ
た
手
法
が
変
転
し
て
い
く
有
り
様
と
そ
の
可
能
性
を
解
明
す

る
こ
と
を
目
指
す
。 

 

大
江
文
学
に
お
け
る
天
皇
（
制
）
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
盛
ん
に
研
究
さ
れ
、
〈
純
粋
天
皇
〉
に
惹
か
れ
て
し
ま
う
情
念
を

相
対
化
す
る
仕
掛
け
が
作
中
に
常
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
形
の

相
対
化
が
見
出
せ
な
い
本
作
は
、
相
対
化
す
る
ベ
ク
ト
ル
が
欠
落
し
た
作
品
、
あ
る
い
は
大
江
の
天
皇
（
制
）
小
説
の
主
な
系

譜
に
属
さ
な
い
特
異
な
作
品
と
さ
れ
、
他
作
品
ほ
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。 

 

そ
こ
で
、
本
作
を
そ
の
改
作
の
も
と
と
な
る
短
編
「
死
滅
す
る
鯨
の
代
理
人
」（
一
九
七
一
年
）
と
「
み
ず
か
ら
我
が
涙
を

ぬ
ぐ
い
た
ま
う
日
」（
一
九
七
一
年
）
を
補
助
線
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
天
皇
（
制
）
の
問
題
系
に
お
い
て
他
者
の
理
解

不
可
能
性
の
問
題
を
開
示
し
、
実
験
的
な
相
対
化
を
試
み
る
手
法
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
。 

（
東
京
大
学
・
院
）   


